
土居町ふれあいサロン 消費生活講座 

敬老の日の前日９月１４日、南高井病院

の多目的ホールで開催された南高井町敬老

会に参加しました。新型コロナウイルスの

影響で、６年ぶりの開催となり、大きな会

場で盛大にお祝いをしました。地域包括支

援センターから３人が参加。当センターの

ご案内と脳トレのほか、体操や歌、ギター

演奏などを通して共に楽しみました。これ

からもお元気でお過ごしください。 
（大北） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１４日、土居町ふれあいサロンで松山市消費生活講座を開催。前半は、消費生

活普及啓発団体松山消費者四つ葉グループによる振り込め詐欺と還付金詐欺の寸劇。後

半は、松山市消費生活センターより消費者被害に関する講義がありました。被害にあい

やすい特殊詐欺や悪質商法の手口とその対策について教えていただき、皆さん口を揃え

て「怖いね～」と何度も言われていました。悪質商法等による被害防止のために当セン

ターでは啓発活動を今後も続けていきます。消費者トラブルのことで困っている方はひ

とりで悩まず消費者ホットラインの「188」にご相談ください。「188」（いやや！）と

覚えてくださいね。 （江原） 

包括だよ
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南高井町敬老会 

会場は大盛り上がりで、笑顔あふれる時間でした 

 とても分かりやすい寸劇でした 

特殊詐欺などに気をつけましょう 

【消費生活相談窓口】 

消費者ホットライン（全国共通） 

１８８ 

松山市消費生活センター 

０８９－９４８－６３８２ 



 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

   

これからも役立つ情報を提供していきます 

古川ふれあいサロン 

天山ふれあいいきいきサロン 

 

皆さん体をしっかり動かせていました 

石井地区 

サマーフェスティバル 

８月２３日、石井小学校グラウンドで 

「第４回石井地区サマーフェスティバル」 

が大々的に開催され、約３０００人が楽し 

いひとときを過ごしました。前日の雨で延 

期が心配されましたが、当日は天候も回復。 

子どもたちのバルーンリリースから始まり、 

盆踊りや竹灯篭点灯、イルミネーションな 

どイベントが盛りだくさんでした。最後は 

約７０種類の豪華景品が当たるお楽しみ抽 

選会が行われ、歓声があちこちから聞こえ 

盛り上がっていました。 （和田） 
 

９月１６日、天山分館で天山病院の大西 

竜輔理学療法士を講師にお招きし「筋肉だ 

けに頼らない転倒予防」についての講演を 

開催しました。８０歳以上の人の過半数に 

めまいやふらつきの症状があるということ 

から、体のバランスを調整する耳石を鍛え 

る運動を実施。また、眼球の動きが悪くな 

ることも転倒の原因になるため、眼球を動 

かす運動も行いました。転倒には筋力低下 

だけではなく、耳と目も密接に関与してい 

ることに皆さん驚いており、集中して取り 

組まれていました。 （和田） 

普段から転倒には気を付けましょう 

おちサロン 

 ９月２日、越智分館にて当センター職員

を講師に、介護保険や近隣の施設について

説明を行いました。２６人の参加があり、

「介護保険の説明がわかりやすかった」

「施設の種類が知れて良かった」などの感

想があるなど、介護保険への関心の高さが

うかがえました。より詳しい説明などが聞

きたい人は、当センターへお問い合わせく

ださい。 （松本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月８日、古川ふれあいセンターで、順 

風会健診センターの松尾篤史フィットネス 

インストラクターを講師にお招きし、介護 

予防体操を実施。椅子に座ってのストレッ 

チやボールを使った運動や、普段使ってい 

ない筋肉をほぐすことができました。参加 

者の中には家でも体操を実践したいとボー 

ルを購入された人もいました。 今回の体 

操を、楽しみながら実践し、筋力低下を日 

頃から予防してほしいと思っています。  
              （岩﨑） 

  

 厳しい暑さに負けないくらい、盛り上がりました 



食事にも気をつけましょう 

  
天山町防災訓練 

 ９月７日、天赦苑で天山町防災訓練が開

催されました。町内の班ごとに安否確認の

方法を実践した後、松山南消防署の田畑消

防司令補から防災用トイレや心肺蘇生法の

説明を受けました。防災用トイレは１日あ

たり１人５回分の備蓄が必要で、災害時は

「ＴＫＢ４８」というトイレ（Ｔ）・キッ 

チン（Ｋ）・ベッド（Ｂ）を４８時間以内 

に整備する必要があるということも紹介。

災害が増えてきている中で、事前に備え 

ておく必要性を強く感じました。 （東） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子で防災への意識を高められました 

今後も定期的に実施していきます 

高齢者虐待防止研修 

９月９日、アトムケアサポートで虐待研 

修を実施。今回は居宅介護支援事業所に在 

籍のケアマネジャーから虐待の通報があっ 

た場合の対応方法を詳しく説明。「実際ど 

のように動いた 

らいいのか、流 

れを掴むことが 

できた」などの 

感想がありまし 

た。 （奥） 

久谷地区 フレイル予防教室 

子育てパパ＆ママのための 

オンライン防災訓練 

 ９月２０日、古川ふれあいセンターでオ 

ンライン防災講座が開催。会場には６組の 

親子１６人、オンラインでは３０人が参加。

もしもの場合に備え、乳幼児や児童のいる 

家庭特有の備蓄や適切な備えについて分か 

りやすい説明のほか、子どもによる簡単な 

防災ワークもありました。紙にかかれた避 

難リュックの中に、自分が入れたいものを 

ぬり絵で表して、避難リュックのできる「 

防災ぬり絵」に興味深く熱心に取り組むな

ど、楽しく防災について学ぶことができま 

した。 （高須賀） 

 

高齢者ここから元気教室 

フレイル測定会 
 

 

９月２６日、第２回フレイル予防教室を

東方団地集会所で開催。今回は体組成など

の測定で低栄養チェックを行いました。ま

た、栄養・食事について株式会社ハッピー

ファーマシー清水さゆり管理栄養士による

講話もあり、食事に鰹節やきな粉などを少

し足すと不足しがちなたんぱく質を補える

とアドバイス。参加者からも実践してみた

いとの声があり 

ました。 

（新家） 

トイレの凝固剤の吸水率に驚きました 

松山市保健センター南部分室で９月２９日、

松山市保険給付・年金課主催でフレイル測定 

会が開催され３０名が参加。オーラルフレイ 

ルの講話後に、姿勢チェック、体組成測定、 

血管年齢測定、ベジチェックなどのフレイル 

測定のほか血圧測 

定も実施。ご自身 

の身体の状態を知 

る良い機会になっ 

たと思います。 

 （杉本） フレイル予防していきましょう 



９月１８日、当センター会議室で一人ケアマネ 

の会を開催。一人ケアマネの事業所自体が減少し、 

参加者は４人と少数でしたが、業務効率化のため 

のデータ連携システムやＡＩの活用についての話 

しで盛り上がりました。次年度は更に参加人数が 

減る見通しのため、実施方法の見直しを検討した 

いと思っています。 （好光）                       

９月１９日、愛媛県生涯学習センターで令和７年度第１回事例検討会を開催。地域の 

居宅介護支援事業所や地域密着型サービス事業所などケアマネジャー４７人で『認知症 

のある人が体調を少しでも良くし、自宅で今の生活 

を続けていく為に優先すべきことは何か』について 

の事例検討をしました。「医療からの助言は必須、 

地域住民との関りを強みにする、本人の側面を深掘 

りして違う視点からアプローチする」などの意見が 

出ました。検討会を通し、体の変化や生活状況が変 

わっていくご利用者に、日々寄り添うために試行錯 

誤している現状が伝わってきました。 （掛水） 

８月２２日、９月１９日とチームコオヨオを開催。 

９月は世界アルツハイマー月間となっており、９月 

の月間に向けてチームコオヨオで展示品を作成しま 

した。１２月７日には、当センター敷地内で開催の 

農業祭で、認知症の啓発を中心とした出張相談を予 

定しています。「認知症に関する情報が欲しい」「物 

忘れが出てきて不安」など思われている方がおられ 

ましたら、ぜひお越しください。 （浅香）                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山市地域包括支援センター石井・浮穴・久谷      
サブセンター浮穴・久谷 

     松山市東方町甲１２７２番地１ 

     TEL ： ０８９-９０５－８８８９ 

 

令和７年度 第２回 一人ケアマネの会 

 ＝＝ 

松山市地域包括支援センター  

        石井・浮穴・久谷 

     松山市東石井７丁目３番３２号 

     TEL ： ０８９-９５７－０８０８ 
 

  
 

 近年、特に今夏は暑い日が長く、秋はと

ても短かかったように感じます。旬の野菜

や果物も収穫量が減ったり、食べられる期

間が短かったりと楽しみにしていた旬もの

を逃しがちになっています。暑い夏と寒い

冬の間に、暖かい春と涼しい秋があること

で私たちの心身はうまくコントロールされ

ています。この流れが乱れると体調を崩し

ます。今年もあとわずか。皆様のご健康を

お祈りします。 （二宮） 

編 集 後 記 

 皆で楽しく作成しました 

 情報交換ができました 

令和７年度 第１回 事例検討会 

チームコオヨオ 

 よりよい支援を目指していきます 

作成した展示品を松山市役所へ展示しました 


